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■検出器構造図

回転

浸漬形濁度・SS計
HU-200TB-IM

放流槽にセンサを直接浸漬できます。
排水、取水の濁度・SS管理に最適です

特長

▼濁度または SSの測定が可能

▼透過 90度散乱法と透過法の測定方式を選択可能

▼ワイドレンジ測定
濁度測定範囲 ：0～ 4000 度（ホルマジン）、0～ 2000 度（カオリン）
SS測定範囲 ：0～ 2000 mg/L（カオリン）

▼最小表示分解能：0.01 度（透過 90度散乱法）、 1 mg/L（透過法）

▼PFA樹脂ヘッドを採用しシンプルで汚れ難いセンサ構造（US Patent No.9228942）

▼汚れに強い独自の電動式回転ワイパ洗浄器を内蔵

▼長寿命 LED光源採用（光源波長：860 nm）

▼光源光量変化の自動補正機能付

▼洗浄ノズルによるエア /水ジェット洗浄の併用が可能（オプション）

■設置例



製 品 名 工業用浸漬形濁度SS計
形 式 （変換器）HU-200TB-IM　（検出器）SS-150
測 定 方 式 透過90度散乱法 /透過法
光 源 近赤外 LED（860 nm）
検 出 器 シリコンフォトダイオード
測 定 液 条 件 測定液温（凍結しないこと）：0～ 45℃　測定液圧力：0～ 0.1 MPa
測 定 範 囲 濁度：ホルマジン　 0～ 4000 度（NTU）

　　　カオリン　　 0～ 2000 度
SS  ：カオリン　　 0～ 2000 mg/L

表 示 分 解 能 濁度：0.01 度（0～ 10度レンジ）
　　　0.1 度（10～ 100度レンジ）
　　　1 度（100～ 4000度レンジ）
SS  ：1 mg/L

繰 り 返 し 性 濁度：読み値の±2%以内、または±0.5 度のいずれか大きい値（ホルマジン0～ 2000 度）
　　　読み値の±3%以内（ホルマジン2001～ 4000 度）
　　　読み値の±2%以内、または±0.5 度のいずれか大きい値（カオリン0～ 1000 度）
　　　読み値の±3%以内（カオリン1001～ 2000 度）
SS  ：読み値の±2%以内、または±0.5 mg/Lのいずれか大きい値（カオリン0～ 1000 mg/L）
　　　読み値の±5%以内（カオリン1001～ 2000 mg/L）
　　　読み値の±5%以内、または±5 mg/Lのいずれか大きい値（透過法で測定の場合）

伝 送 出 力 2点　DC 4 ～ 20 mA　入出力絶縁形　最大負荷抵抗最大900 
出力 1、出力 2：濁度またはSSの測定範囲内で任意に設定可能
　　　　　　　  （出力 1には吸光度を出力可能）

接 点 出 力 6点　無電圧リレー接点
接点容量：R1、R2：AC 250 V 3 A、DC 30 V 3 A　R3：DC 30 V 1 A （抵抗負荷）
上限警報、下限警報、伝送出力ホールド中、洗浄出力、レンジ識別接点、異常警報

接 点 入 力 4点　無電圧接点　ON抵抗：最大100 　開放電圧：DC 24 V
洗浄指令、伝送出力ホールド指令、レンジ切替指令

通 信 機 能 1点　RS-485　2線式　入出力絶縁形
洗 浄 機 能 ステッピングモータ駆動ワイパ式　洗浄周期、洗浄時間は変換器で設定可能
校 正 方 法 ゼロ校正　　　：ろ過された清水

濁度スパン校正：濁度標準液による係数入力調整方式
SSスパン係数  ：係数入力による分析値合わせ込み方式

自 己 診 断 センサ異常、CPU異常、ADC異常、メモリ異常
電 源 AC 100～ 240 V ±10%　50/60 Hz 　消費電力 36 VA max.　（AC 100 V動作時）
構 造 （変換器）保護等級 IP65　ポールまたは壁取り付け　（検出器）没水型
適 合 規 格 CEマーキング： EMC指令（2004/108/EC）EN61326-1：2006 

低電圧指令（2006/95/EC）EN61010-1：2010
FCC規則　　 ：Part15 CLASS A

ケ ー ブ ル 長 10 m（標準）、専用ケーブルにて最大延長50 m（全長 60 m）
外 形 寸 法 （変換器）180（W）× 115（D）× 155（H） mm（取付金具含まず）

（検出器）φ 60× L 250 mm（ケーブル含まず）

■仕様
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HORIBAグループでは、品質ISO9001•環境ISO14001•労働安全衛生OHSAS18001を統合したマネジメントシステム（IMS:JQA-IG001）を運用しています。
さらに事業継続マネジメントISO22301を加え、有事の際にも安定した製品•サービスを提供できるシステムに進化しました。 


